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論 文 内 容 の 要 旨

G ibberellin は稲馬鹿苗病菌 (G ibberella fujikuroi) の産生する物質で植物の生長を著るしく促進する

作用をもっている一種の植物ホルモンである｡ 1942年薮田, 住木両氏が始めて 0.00056- 0.074m g % の各

種濃度の G ibber｡llin 溶液を庸い, 9 日目の鶏肱心臓片を培養し線維芽細胞の成長に及ぼす影響を観察し

たが, 線維芽細胞の成長には何らの影響も及ぼさなかったと報告している｡ 以後動物の生長に及ぼすG ib-

berellin の影響についてまとまった研究がほとんど見当らない｡

著者は体外培養軟骨細胞および線碓芽細胞の培地に薮田, 住木両氏の用いた濃度よりもさらに高濃度の

0.05- 160m g % の G ibberellin 溶液を添加し G ibberellin の動物, ことに軟骨および線維芽細胞の成長な

らびに形態に及ぼす影響について実験的研究を行なった｡ 材料は 9 ないし10 日目の鶏腔上顎骨及び鶏腔心

臓片を用いた｡ 培養方法は二重カバーグラス法およびカレル瓶法を用いた｡ 軟骨片は15ないし30分間 トリ

プシン溶液で消化した後, 0.05- 160m g % に G ibberellin を溶解した T yrode 液を少量加えて凝固血操

車に培養した｡ 心臓片は 0.05- 160m g % の 各種濃度に G ibberellin を溶 解 した T yrode 液を少量加え

併置培養した｡ 観察方法は軟骨 および 線維芽細胞の比較成長価 および 形態変化を観察し両者の対照群と

G ibberel】in 添加群とを比較対照した｡

実 験 成 績

1) G ibberellin lOm g % 添加群においては培養軟骨細胞および線維芽細胞に対して成長促進効果が認め

られた｡

2) 5m g % 以下の G ibberellin 添加群では G ibberellin 非添加群 との間に有意の差意がなかった｡

3) 培養72時間目の G ibberellin 5- 160m g % 添加群の軟骨細胞全群に 2核ないし3 核細胞の湛出がみ

られた｡ この多核細胞の形態および線維芽細胞に対する G ibberellin の成長促進作用機転は細胞分裂の促

進に起因するものと推測される｡

4) その他の濃度においては培養軟骨細胞, 線維芽細胞に対して発育抑制および細胞死滅作用を示さな
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い｡

5) したがって動物細胞に対する毒性はきわめて軽微なものと考えてよいであろう｡

6) G ibbereilin はある程度の高濃度においてほ培養軟骨細脂, 線維芽細胞の成長も促進する作用があ

るが, 植物に対する影響に較べれば僅徴なものと言わねばならない｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

植物の生長をいちじるしく促進する作用を有する一種のホルモンとして果樹, 疏菜の栽培, 園芸等に実

用されている G ibberellin が, 動物の成長にいかなる影響をおよばすかについてはは之んど明らかにされ

ていない｡

著者は鶏胆の体外培養軟骨組織および心臓組織片の培地に高濃度 (0.05- 160m g% ) の G ibbere】lin 溶

液を添加して, 軟骨細胞, 線維細胞の増殖, 形態におよばす影響を検討した｡

その結果, 軟骨細胞および線維芽細胞の成長に関しては 5m g% 以下の G ibberellin 添加群では G ibbe-

rellin 非添加群との間に有意の差が見られなかったが, 5- 20m g% 添加群では両種細胞に対して成長促進

効果が認められ , 40m g % 以上の添加群ではやや成長抑制的の影響が見られた｡

5 m g% 以下の濃度では培養軟骨細胞, 線維芽細胞に対し発育抑制および細胞死滅作用を示さなかった｡

培養72時間目の G ibberellin 5- 160 m g % 添加全群に 2核ないし3核細胞の溝出が見られた｡ このこと

から, G ibberellin の軟骨細胞および線維芽細胞に対する成長促進作用機転は細胞分裂の促進に起因する

ものと推測される｡

このように本研究は学術的に有益なものであり, 医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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